
歴史資料ネットワークの代表の奥村でございます。

神戸の歴史資料ネットワークは今年で 20 年目を迎える

ことになりました。そこから見えてきたことを、今日は本

当にかいつまんで述べたいと思います。レジュメでいうと

最初の 4 枚ぐらいを使います。あとは参考にしていただけ

ればありがたく存じます。

この 20 年間やってきまして、最初は、歴史文化の関係

者として大災害のときに一体何をやったらいいか、阪神・

淡路大震災のとき、全くわからなかったわけです。むしろ

東京から文化財修復の方が入ってこられて、歴史の資料を

保存するという活動をされていたのを、新聞で私も読みま

して、こんなことも大震災のときにはできるのかと思って、

歴史資料の保全と震災資料の保存を始めたというのが、そ

の特色です。

そのような始まり方になった背景には、戦後の社会が

福井地震以降 47 年間にわたって、大きな地震が都市部を

襲わず、その間に現在の日本社会の枠組みができ上がって

きたということがあります。その意味ではこれは必ずしも

歴史文化関係者だけではなくて、私たちの文化のあり方全

体に関わることだと考えています。その後、阪神・淡路大

震災以降ずっと 3 年程度の間隔で地震災害が続いておりま

すし、それが今度は東日本大震災という大きな災害に、さ

らにひょっとしたら今度は火山が爆発するかもしれないと

いったことも出てきておりますし、同時に水害も相次ぐ

ようになってきている。明らかに 21 世紀に入ったときに、

私たちの社会は 20 世紀の後半と変わってきているわけで

すが、その中で一体どんなことができるかということが大

きな課題になっているかと思っています。

ですから、阪神・淡路大震災から考えてみますと、災害

時に一番考えていかなければならないことは、必ずしもそ

れに関する知見が私たちは多いわけではないということで

して、知見が多くないということは失敗をいっぱいすると

いうことですので、失敗しても構わないという精神でない

と、恐らく災害時の活動はまずできないというのが、一番

大事なことではないか。いろいろな失敗を重ねながら、そ

の内容を蓄積し組織的にしていくという活動が今もずっと

行われていくと思います。何をどのように行うかは、必ず

しも確立しているわけではないだろうと考えています。

防災に関しましては、私たちが一番最初に考えていたの

は火災の問題でした。これは文化財防災も当然そうですが、

この間の私たちの活動については火災を中心にしたかとい

うと、そんなことはありません。関東大震災のときは火災

が最大の問題でしたので、次はひょっとしたら火災かもし

れません。そうすると、また全然違うことを我々は考えな

ければならないというふうになっております。

どちらにしましても、失敗しながらやっていく。失敗し

たことに対して恐れないというのが、歴史資料ネットワー

クの 20 年の最大の特質だと考えているところでございま

す。

この間、科学研究費をいただき、関係者との議論の上で、

これまでの全国での経験とそこからわかってきた学術的知

見をまとめ、東京大学出版会から『歴史文化を大災害から

守る－地域歴史資料学の構築』として出版しました。そこ

から、今日は 5 つの点を述べて私の提起としたいと思いま

す。

第 1 は、阪神・淡路大震災後に日本各地で歴史資料の救

出活動を進めてきた中で見えてきたことですが、地域の歴

史文化の継承と地域歴史遺産の保存が、現在、非常に困難

になってきているという事です。高度経済成長による社会

の変化や平成の大合併によって、中山間部の地域で人はさ

らに減り、空き家も増えるという状況になっている。そこ

に大災害が襲ってきまして、歴史資料が一挙に失われる。

そういう極めて危機的な状況があって、これは今後も状況

は変わらない、むしろ全体としてはより進行していくので

はないかと考えています。

ただし、この 20 年間で、大規模な災害時に地域歴史資

料の保存を行うことが当たり前というふうになってきたこ

ともあります。こういうことにかかわってきた人間としま

しては、物すごく励まされるところでございます。阪神・

淡路大震災のときには「一体何をやっているのか」という
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目で見られた方もおりましたし、2 年ぐらいたってからも

やっていますと、「まだやっているのか。もうそろそろや

めたらどうか」と言われたりもしました。そんな状態でし

たので、大きく変わってきています。

たとえば、日本学術会議史学委員会は、平成 26 年 6 月

24 日に「文化財の次世代への確かな継承―災害を前提と

した保護対策の構築をめざして―」という提言を出しまし

た。ここでは「災害を前提とした」ということが、文化財

全体の次世代への継承に欠くべからざるものとして含み込

まれるようになってきています。これは新しい状況で、東

日本大震災後の保全活動の影響の中で出来たものです。災

害の問題は災害の特殊な状況だけではなくて、今後の日本

列島を貫く文化遺産の保存の問題において、極めて重要な

問題群であることが、社会的な理解を得られるような状態

になってきたと思っておりますし、今日この会に参加させ

ていただいて、そのことを強く感じています。これが第 2

の点です。

第 3 に、社会のレベルではどうかということですが、阪

神・淡路大震災を事例に少し述べたいと思います。先にも

申しましたが阪神・淡路大震災から 20 年になります。20

年経ちますと、阪神・淡路大震災を自分の経験として知っ

ている大学生は誰もいなくなります。大震災の記憶の次世

代への継承は、歴史として、歴史文化の一部としてしか引

き継いでいくことしか出来なくなる時期がきています。大

災害の記憶を歴史化としていく場合、もっとも基礎となる

のが、災害についての資料、震災の場合は震災資料になり

ます。阪神・淡路大震災では、このような震災資料が市民

の手により保存が行われ、それが現在、人と防災未来セン

ターや神戸大学附属図書館震災文庫等、公的な機関で保存

されることになっていますし、現在も保存する施設を維持

し続けている市民レベルでのアーカイブも存在します。

東日本大震災でも震災の資料を保存する活動が様々な形

で進められています。その際、この活動において、市民レ

ベルの例えば写真や位牌等も含めたようなものが津波の瓦

礫の中から丁寧に拾い上げられ、記憶を次の世代に伝える

ものとして残されてきています。このような活動は、阪神・

淡路大震災の際にはみられなかったものです。そういう意

味では、記憶の継承という課題は、歴史文化そのものだと

思いますけれども、そういう問題に関して市民的な関心も

高まっていると思います。そういう動きと私たちの活動を

つないでいくことが非常に大事で、特に先ほど大学の話が

ありましたが、大学の若い学生たちが、災害の活動の中で

歴史や文化の大事さが実感できることがわかってきます

と、私達の活動に積極的に参加していくようになることを、

これまでずっと見てまいりました。このことも社会的な広

がりを考える際、非常に大事ではないかと思っています。

その点では、4 番目に記述したこと、緊急の活動からい

ろいろな研究者や地域住民、自治体等が、被災した歴史の

資料を遺産として活用していくということで、持続的に連

携していく姿がだんだん見えてきております。たとえば大

学の中でいいますと、私どもの大学、神戸大学でもそうで

すし、愛媛大学でもそうですし、新潟大学でも東北大学で

もそうでございまして、ここにありますように（P133 左

上図）、これは歴史資料ネットワークが把握しているもの

でございますけれども、ネットワークをつくっていらっ

しゃる団体の事務局は、地方の公立大学や国立大学に置か

れていることが非常に多いです。

ですから、府県レベルで存在する各地の国公立大学が

しっかり歴史文化に関する役割を果たしているかどうかと

いうことは極めて重要です。たとえば福井などは、敦賀短

期大学が歴史資料の保存などで力を発揮されていました

が、大学自体が廃止されてしまい、ネットワークの拠点形

成において非常に大変なことになっています。

今、大学をめぐる状況は非常に厳しいですが、地域歴史

文化を守り育てるという機能をしっかり果たすことが各地

域の大学にとって極めて大事です。災害時等においては、

大学が緩やかなネットワークをつくるときには最も動きや

すいということが全国の活動の中からあきらかになってき

ているのですが、そういう役割をしっかり果たしていくと

いうことと、地域の歴史文化を担う人を育てていくという

ことで、私たちの活動は大事ではないかと考えているとこ

ろでございます。

第 5 に、東日本大震災での活動の中で、各地に広がった

災害時の組織が全国的に緩やかにつながって大災害に対処

していくということが展開するようになりました。東北を

中心に東日本大震災を前後してネットワークが生まれ、そ

れらがお互いに活動の際、相互に支援しあうようになりま

した。レスキュー活動でも、例えば茨城のネットワークが

福島の活動を手伝うとか、宮城のネットワークが福島の活

動を手伝ったり、岩手を手伝ったりという形で、相互に結

びついて活動を進めています。

また、新潟では、新潟県と新潟市の博物館が新潟のネッ

トと連携して新たな提起も行っています。私たちの災害時

の活動の中で、地域の遺産をレスキューしてきた際、それ
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をどこに保管するかということは、いつももっとも喫緊で

困難な課題となります。新潟の博物館は、短期であれば、

こういう条件であれば、うちの倉庫を使ってくださいとい

うような提案を具体的に出されました。このような形で現

在新たな協力関係が展開しています。

さらには、国立文化財機構や文化庁の協力も得ながら、

文化財等救援委員会を中心に、歴史文化に関係する様々な

機関や団体が横につながっていくというスタイルも生まれ

てきました。私たちもそれに参加させていただいて活動し

てきたのですが、これもまた新たな展開であると考えてい

ます。

歴史資料ネットワークは、阪神・淡路大震災以来、日本

列島で災害が継続的に発生する中で、自然災害から地域の

歴史遺産を守るネットワークを拡大していく活動も進めて

きました。いろいろなご協力をお願いしながら、この活動

は展開していっておりますけれども、様々な活動の中で、

このようなネットワーク組織は現在全国で 20 を超えてい

ます。各地域でその結成のあり方や活動内容が違います。

むしろこのようなネットワークは、こういう形でなければ

いけないというよりは、それぞれの県や地域にうまく合わ

せた形でつくられるものであり、歴史資料ネットワークは

これらの組織を緩やかにつなぐ活動も進めたいと考えてい

るところです。

来年 2 月 14 日、15 日には、そういうことで、歴史資料

ネットワーク結成 20 年ということで、全国のネットワー

クの方に集まっていただきまして、それぞれの県での活動

の特色や状況を交換するとともに、何よりもお互いが知り

あうということを大切にして、研究交流集会を開催します。

私自身、20 年前、阪神・淡路大震災以前には、文化財修

復関係の方を全然知りませんでした。地域の歴史文化とい

うところでは非常に近いところに居りながら関係がなかっ

たことは、今から考えると不思議なぐらいなのですが、そ

れが日本の地域の歴史文化に対する専門家間の交流のなさ

を示していると考えています。地域の歴史文化を守り育て、

大災害に対応するためには、それぞれの分野の専門家がお

互いに知り会うこと、話をし合うということがもっとも基

本的なこととして、とても大事なことであると考えていま

す。

歴史文化に関する様々な専門家が相互に知り合い関係を

強め、各地の地方大学が歴史文化に対して対応できるよう

な状況をつくっていくこと、最後にそのことの重要性を強

調して私の話を終わりたいと思います。ありがとうござい

ました。

【半田】奥村さん、ありがとうございました。

本当にご配慮いただきながらご発表を続けてきていただ

きまして、残りのお二人のできばえによって、総合討論の

間に小休止を入れられるかどうかがが決まると言っても過

言ではございませんが、岡田さん、よろしくお願いいたし

ます。
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